
五右衛門風呂
設計図

２０２５年 １月８日
版 ： Ver 10.0 五右衛門風呂２台

下部空気口無し
外枠拡大 +10cm
煙突位置中央へ
煙突レンガ造りへ
レンガ枠辺 5→5.5
煙突再度レンガ
排水、給水 追加 等
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五右衛門風呂
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ピザ小屋

約 6,300

1,000

1～2,000

約 4,000

VUソケット VU-DS 50

倉庫

サクラの太根チェックしつつ
この範囲で立上げ

桜
サクラ太根の方向予想

照明・ピザ広場角に設置・配管

深さは300ｍｍ以上
※地面にペグを打つ可能性あるのため

サクラの太根をチェックし場所を選定
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100Vへ

倉庫

塩ビ排水管 VU40

VUインクリーザー
VUIN 40-50

塩ビ排水管 VU50

PF管 PF-16

電工BOX

300

パテで埋め閉じる

PF管・接続

VUエルボ
45°

照明・ピザ広場角に設置・ポール、倉庫繫ぎ込み部

電工BOX間接続のため
単管の垂直部分に合わせ
上手く配管が行くように
90°パイプの角度等を調整
固定できるようにすること

PF管 PF-16

塩ビ排水管 VU40

塩ビ排水管 VU50

VUエルボ 45°
VU-45L-50

電工BOX

1,400

PF管（PF-16ジャバラ）が
後からだ通らない可能性があり

入れながらVU管を接続していくこと

VUインクリーザー
VUIN 40-50

パテで埋め閉じる

S

S
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約7,300

650

約7,500
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平面図
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水道配管図

約5,500

約
4 ，

00
0

約3,700

プラ 桝

プラ桝

五右衛門風呂へ

水場へ シャワーへ

凍結防止用
蛇口（排水）

※ HIVP管とVP管の接続
問題はないが
必ず、HIVP管用の接着剤を使用の事
※ VP用接着剤ではHIVP側が抜けてしまう
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34

水道配管図・五右衛門風呂（東側）立上/正面

穴あき半マス
レンガ
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14

水道配管図・五右衛門風呂（東側）立上/左側面
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穴あき半マス
レンガ



520

300

1,200

※排水管の傾斜
1ｍにつき1ｃｍとする
水道局は1ｍにつき2ｃｍというが
1ｍに付き1ｃｍあればよい

→ 稲垣さん談（実験結果による）

700
900

塩ビ排水管 VU65

塩ビ排水管 VU75

桝の位置
既設排水管を接続するにあたり
入り角度をみて位置決めする
※排水管のたわみで対処できれば
なるべく北側（水路側）へ配置

たわみを利用し
なるべく北側隅へ

VUエルボ 90°
VU-90L-65
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約6,000

約2,000

700

排水管路

塩ビ排水管 VU75

塩ビ排水管 既設

約2,000



かまど・基礎部

1,815

25
0

1,
81
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100

ワイヤーメッシュは
２重に入れる

２枚目のメッシュはコンクリートを適度に流した後上へ置き
再度コンクリを流せばよい

1，200100 1，200

29
0
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20
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560

3，550

65Ф排水パイプ

2231，663 1，663

82
0
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00

備 考個数量・サイズ種類

10.9㎥生コン

61000×2000ワイヤーメッシュ

一式給水パイプ 等

一式排水パイプ 等

2排水桝

320

33
0

320
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375



かまど・基礎部

1,820

20
0

1,
82

0

100

ワイヤーメッシュは
２重に入れる

２枚目のメッシュはコンクリートを適度に流した後上へ置き
再度コンクリを流せばよい

3，600

16mm 水道パイプは外付け

備 考個数量・サイズ種類

10.9㎥生コン

61000×2000ワイヤーメッシュ

一式給水パイプ 等

一式排水パイプ 等

2排水桝
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焚口方面への
水侵入防止レンガ

U120 U字溝 U字溝

土
に
砂
利
、
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ト
を
混
ぜ
傾
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を
つ
け
る

U
字
溝
に
水
が
流
れ
る

基礎部

排水桝



かまど・風呂釜実測

280

850 五右衛門風呂/大和重工（株）

丸型25
寸法：外径φ850×深さ642mm
重量：55kg
満水容量：215L

ポイント

パイプ接続部に直接火が
当たらない事・要実測
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280

かまど・ベース

17

枠を作り
耐火セメントで
ロストルを乗せるようにする
幅 20mm

傾斜をつけ
ロストル下部より空気が入るようにする
※傾斜がないと灰などを掻き出しにくい

燃焼室
280

耐火セメントで３０mmほど埋める
※ 45mmの空間確保

※アサヒキャスターT13利用の耐火レンガ積み

耐火レンガは水につけてから利用の事
→ 乾燥していると耐火レンガが水を吸い
積むどころではなくなる

耐火レンガは乾燥してからでないと高熱で割れる
→ 時間をかける（弱い日で長時間温めると乾燥が早い）



18

50

180

280

燃焼室
280

900 Ф

850 Ф

かまど外側を

砕石、レンガ、コンクリ
で埋めていく

※耐火レンガ積の切断

耐火レンガは水につけてから切断の事
→ 乾燥していると
グラインダーの刃が高熱ですぐダメになる

耐火レンガは乾燥してからでないと高熱で割れる
→ 時間をかける（弱い日で長時間温めると乾燥が早い）

700 Ф

かまど・１段目



かまど・２段目
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50

180

280

燃焼室
280

かまど外側を

砕石、レンガ、コンクリ
で埋めていく



280

かまど・３段目

燃焼室
280

20

かまど外側を

砕石、レンガ、コンクリ
で埋めていく



280

かまど・４段目・釜戸蓋設置

燃焼室
280

かまど外側を

砕石、レンガ、コンクリ
で埋めていく

排水パイプ用 溝
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かまど・風呂設置_正面
※一般レンガは、一般モルタルを使い耐火煉瓦と高さを合わせる
高さは、65mm+2mm
※耐火煉瓦の隙間 等は、アサヒキャスタを使って埋める

850

280

300
280

260
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280

かまど・風呂設置_上
※

燃焼室
300

460×114（長2丁）
30

0×
28

0
大
盤
カ
ッ

ト

燃焼室
300
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280

かまど・外赤レンガ基礎部より5段目

燃焼室
280

耐火煉瓦４段目までかまど外側を
砕石、レンガ、コンクリ等で埋めていく

４段目以降はレンガ６段目を積んだ段階で
窯までレンガ、コンクリートで埋める

24

ヨウカン レンガをうまく使い
普通レンガを渡し

上部に蓋をする形にする



280

かまど・外レンガ基礎部より6段積

風呂釜外側を
耐火レンガ、セメントで埋める

燃焼室
300

点
検
口

点 検 口

点 検 口

25

点
検
口



280

かまど・外レンガ基礎部より6段積とコンクリ打ち
※耐火レンガ（コメリ耐火レンガ）を窯に当てながら耐火セメントでうっていく
窯と耐火煉瓦の隙間にも耐火セメントを詰めていく
900Ф外側は普通セメントで埋めていくとともに
外側レンガとのレベル合わせのためのセメントは普通とする

燃焼室
300

26

570×230（大判）
加工

点 検 口

点
検
口

点 検 口

点
検
口

900 Ф外側は普通セメントで埋めていく

風呂釜外側を
耐火レンガ、耐火セメントで
60ｍｍ＋厚ぐらいで埋めていく
その後、900 Ф 外側は完全に埋めていく
100ｍｍの厚みを出す場合
耐火レンガより上は普通セメントで良い

コンクリート打ちの
レベルを赤レンガ6段目に合わす
※ 11段目で上を塞ぐのに必要



かまど・赤レンガ6段目まで_正面
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280
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5

点検口
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点
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かまど・赤レンガ6段目まで_側面
※一般レンガは、一般モルタルを使い耐火煉瓦と高さを合わせる
高さは、65mm+2mm
※耐火煉瓦の隙間 等は、アサヒキャスタを使って埋める

850

28
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280

かまど・外レンガ基礎部より７段目

燃焼室
300

29

900 Ф 外側は完全に埋めていき
煙道を作る

点
検
口

点 検 口

点 検 口

点
検
口



280

かまど・外レンガ基礎部より８段目まで

燃焼室
300

30

900 Ф 外側は完全に埋めていき
煙道を作る

点
検
口

点 検 口

点 検 口

点
検
口



280

かまど・外レンガ基礎部より９段目

900 Ф 外側は完全に埋めていき
煙道を作る

燃焼室
300

31
煙
道



280

燃焼室
300

32

かまど・外レンガ基礎部より10段目・煙道

煙
道

900 Ф 外側は完全に埋めていき
煙道を作る

煙道



280

かまど・外レンガ基礎部より11段目/煙道ふさぎ

33

燃焼室
300

370×230
大判カット

418×230
大判カット

煙道



280

かまど・外レンガ基礎部より12段目まで
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かまど・窯固定コンクリート打ち（レンガ12段目）
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280

かまど・外レンガ基礎部より13段目まで
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280

かまど・外レンガ基礎部より14段目まで

900 Ф 外側は完全に埋めていき
煙道を作る
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レンガ積み14段目まで_正面
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280

かまど・外レンガ基礎部より14段目上部

39

防水モルタルで仕上げる
周囲にレンガ（ヨウカン）を積む

防水モルタル仕上げで
レンガとの境には
水の流れを考慮し

Rをつける

煙突15段目

手摺
300×25Ф



完成図_正面
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タイル
400×400×8(10)



右側面
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左側面
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完成図_裏面
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デッキ部・平面図
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デッキ部・側面図
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デッキ部・正面図

560

10 10
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部品図

W230×D114×H65  *

W210×D100×H60 *

49

W210×D50×H60 *

大判耐火レンガ（コメリ）
690×230

大判耐火

（コメリ）
570×230



煙突
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煙突
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内側
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備 考個数量・サイズ種類

4VU-50 4㎥塩ビ排水管

1VU-40 4㎥塩ビ排水管

0VU-45L-40VUエルボ 45°

5VU-45L-50VUエルボ 45°

大曲2DV90 -50 VU排水継手 90°

2VUIN 40-50VUインクリーザ

2VU-DS 50VUソケット

0単管用VUエルボ 45°

4木材柱用配管固定金具

13.5ｍ＋1.5ｍ15ｍVIFS16電工蛇腹

コンセント3 取付照明・上部電工BOX

スイッチ3 コンセント1 取付照明・下部電工BOX

接続ピザ屋根接続部電工BOX

適量パテ

適量電工BOX接続部材

90×45×600？桧板

適量400×30×300？桧板

13ｍ単管

1単管ブロック

1単管打込キャップ

4単管ジョイント垂木

備 考個数量・サイズ種類

五右衛門風呂基礎8太ワイヤーメッシュ

シンクたたき2細ワイヤーメッシュ

物置用6半丁ブロック

照明関係 基礎、排水関係、その他



備 考個数サイズ種類

230・114・65並形

230・114・30半丁

230・56・65ヨウカン

65-59Y1

65-50Y2

65-32Y3

600・300・65大判

釜戸（五右衛門風呂置台部分）SK34？

備 考個数サイズ種類

スミ 、基本390・120・190ブロック

セメント

砂

砕石

鋼材

外枠 内部・上部 仕上げ

備 考個数サイズ種 類

25ｋセメント

砂

砕石

耐火レンガ・並形

メッシュ鋼材

基礎部分

備 考個数サイズ種 類

25ｋセメント

砂（コンクリート用）

砕石（コンクリート用）

ブロック（煙道、煙突カバー）

パーライト

ケイカル板

メッシュ鋼材

防水セメント

パーライト

砂

レンガ
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